
技能をみがき、産業の開発に努め豊かな町にい乏しましよう。(今金町民憲章)



行政執行方針

昭
和
五
十
八
年
第
一
里
ヲ
金
町
議
会
定
例
会
ガ
三
月
十
一
日
か

ら
十
九
日
ま
で
の
八
日
聞
に
わ
だ
り
、
昭
和
五
十
七
年
度
最
終
補

正
予
算
、
昭
和
五
十
八
年
度
C
む
け
て
の
執
行
方
針
、
予
算
、
町

条
例
等
十
八
件
、
一
般
質
問
が
あ
っ
た
他
、
意
見
案

一
件
、
請
願

一
件
、
陳
情

一
件
ガ
慎
重
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
等
ガ
な
さ
れ
ま
し
だ
。

戦

国

時

代

日
剛
園
開
削
国

昭
和
五
十
八
年
度
の
町
政
執
行
諸
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

低
経
済
成
長
の
時
代
、
米
の
生
産
調
整
の
増
加
、
生
乳
の
生
産
抑
制
、
三
年

連
続
の
冷
害
、
瀬
棚
線
の
廃
止
計
画
問
題
等
、
数
多
く
の
課
題
に
直
面
、
皆
様

が
希
望
を
も
て
る
町
政
の
推
進
に
浬
身
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
総
合
体
育
館
、
今
金
統
合
中
学
校
、
国
保
病

い
て
は
、
西
叫
備
的
保
換
、
改
良
工
市
中

五
百
幻
を
計
阿
し
て
お
り
ま
す
.

都
市
計
画
街
路
的
慣
例
に
つ
い
て
は
、

風
道
よ
り
開
制
ま
で
の
舗
装
工
中
と
蹄

山
改
良
工
事
、
路
盤
改
良
は
凹
代
怖
か

句
南
県
日
利
融
ま
で
を
計
画
し
て
お
り
ま

す。
豊
か
な
村
を
目
指
し

必
政
に
つ
い
て

牒
業
保
興
に
つ
い
て
は

一
昨
年
樹

立
し
た
農
業
振
興
川
画
に
基
づ
き
継
続

的
な
も
の
に
つ
い
て
干
目
措
置
を
し
、

転
作
目
的
排
水
対
策
匹
躍
を
は
じ
め
、

倒
肥
鎚
や
防
風
制
的
設
世
.
市
服
総
A
H

付
策
匹
業
で
実
施
す
る
草
地
泣
成
、
川
m

E
相
副
町
出
押
入
、
同
鹿
撮
興
対
策
専
で

あ
リ
ま
す
.

新
牒
業
構
造
改
善
郁
業
に
つ
い
て
は

三
年
目
で
あ
旬
、
金
原
地
区
町
乾
棋
澗

前
理
地
設
、
背
苗
施
設
、
白
石
地
区
は
推

進
市
中
業
の
実
地
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
期
山
村
振
興
良
林
由
業
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
五
ヶ
年
計
図
的
一寸
定

で
‘
本
年
度
は
、
か
ん
が
い
排
水
事
盟

三
ヶ
所
を
実
施
す
る
こ
と
に
主
り
ま
し

た
.新

林
業
榊
泣
改
首
事
業
に
つ
い
て
は
.

本
年
度
地
域
指
定
を
受
け
‘
五
十
九
年

度
よ
り
市
中
農
を
実
施
し
た
〈
推
進
し
て

い
る
と
ニ
ろ
で
す
.

第
二
期
水
田
利
用
再
嗣
対
策
に
伴
う

ド
力
ト
八
年
皮
肉
転
作
日
係
閣
似
‘
必
技

限
度
数
量
は
川
年
同
憾
の
配
分
と
な

り
ま
し
た
.

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
国
営

北
愉
山
右
伴
か
ん
ば
い

4
業
は
、
計
画

変
更
時
よ
り
組
々
の
問
題
町
中
で
前
年

度
同
柏
町
七
億
九
千
万
円
が
干
算
化
さ

れ
、
第
二
幹
棉
用
水
路
と
神
丘
頭
首
工

を
実
施
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
.

国
自
今
金
東
部
地
区
農
地
闘
発
事
業

も
三
年
止
を
迎
え
二
億
三
千

万

円

五

十
二
h
M
的
実
施
干
定
で
あ
り
ま
す
。

辺
也
事
業
に

つ
い
て
は
昭
和
五
十

二
年
度
よ
り
継
続
実
施
中
的
背
木
山
村

法
紳
牒
近
も
路
盤
改
良
を
実
施

L
.
一

部
制
装
工
を
合
的
て
本
年
度
完
了
予
定

で
す
.
日
進
地
区
と
蹄
金
地
区
町
牒
免

道
路
、
花
石
地
区
間
街
地
道
路
克
に

は
、
蹄
金
、
樋
川
町
排
水
対
策
特
別
事

業
.
凹
代
金
開
地
区
内
融
地
開
発
事
業

等
も
年
次
計
画
に
基
づ
き
笠
備
し
た
い
。

道
官
町
新
鋭
治
工
地
区
と
し
て
は

金
又
地
区
過
疎
基
幹
農
道
艶
倫
市
中
葉
並

び
に
日
進
第
-
一
地
区
開
拓
地
飲
雑
用
水

地
設
内
改
修
事
業
を
計
画
し
て
お
リ
ま

す
。団

体
也
事
業
向
継
続
と
し
て
金
原

地
区
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
と
し
て
‘

道
路
改
良
側
装
を

T
定
し
て
お
リ
ま
す
.

充
実
し
た
教
育

教由
H
施
設
の
猿
備
に
つ
い
て

院
の
改
築
、
圃
場
整
備
、
八
束
橋
の

完
成
、
美
利
河
ダ
ム
の
着
工
等
、
数

々
の
懸
実
事
項
を
実
現
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
皆
株
方
の
ご
理
解
の
賜
と

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て
は
、
前
年
対
比
八

・
五
%
減

の
三
十
三
億
四
千
九
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

一
般
経
常
経
費
及
び
、
義
務
的
経

貨
を
極
力
節
減
に
努
め
、
年
間
予
算

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
‘
前
年

度
施
策
を
継
続
し
、
社
会
福
祉
の
充

実
と
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
、
地
域

産
業
の
振
興
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ

ツ
の
振
興
等
を
基
本
と
し
た
も
の

て
あ
り
ま
す
。

長
利
河
グ
ム
の
挫
般
に
伴
つ
美
山
刊
河

小
学
校
同
格
柑
掃
を
予
定
ど
お
り
先
7

本
年
度
は
金
原
小
学
校
を
計
四
、
へ
き

地
教

μ
住
宅
と

L
て
樋
川
小
学
校
骨

一
棟
二
戸
を
例
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
.

住
み
よ
い
街

特
別
会
計
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定

に
つ
い
て
は
、
二
月
か
り
老
人
保
健
法

的
地
行
に
よ
り
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

凶
十
峨
以
上
町
地
牒
管
理
を

一
般
会

計
を
以
っ
て
築
地
す
る
こ
と
に
し
ま
し

p-
式

国
民
地
康
保
険
特
別
会
計
施
設
肋
定

に
つ
い
て
は
‘
医
師
向
交
代
に
よ
る
珍

療
態
勢
丹
雌
制
、
医
川
町
機
械
出
具
の
務

怖
と
し
て
紐
苛
挫
診
断
装
置
を
導
入

を
図
り
、
万
全
を
則
し
て
ま
い
り
た
い
.

簡
易
水
道
卒
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
金
保
持
金
地
区
を
-
一ヶ

年
を
も
っ
て
推
進
、
今
年
は
四
十
七
戸

の
給
水
戸
数
と
し
将
来
的
に
は
百
二
十

戸
を
給
水
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

組
川
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
水
不

足
内
対
鍛
と
し
て
送
水
管
叩
J
を
万
J

に
入
札
替
え
.
氾
気
別
装
工
事
、
ケ
ー

ブ
ル
制
的
取
リ
叫
甘
え
、
補
修
を
も
っ
て

解
決
し
た
い
.

老
人
保
地
特
別
会
問
に

つ
い
て
は
、

金
計
に
裂
す
る
老
人
医
療
質
的
七
十
%

は
支
払
基
金
交
付
金
て
あ
り
ま
す
が
、

触
れ
合
い
の
町

社
会
福
被
に
つ
い
て

近
年
老
齢
人
口
が
増
加
す
る
中
に
あ

っ
て
、
核
家
肢
の
進
行
、
扶
益
直
却
の

変
化
等
、
高
齢
者
を
と
り
ま
く
環
境
内

多
帰
化
か
ら
生
き
が
い
対
策
と
し
て

老
人
制
祉
セ
ノ
タ
ー
の
挫
訟
を
図
り
、

健
康
の
増
進
、
教
義
的
向
よ
.
研
修
.

レ
ク
リ
エ

y
ヨ
ン
等
を
も
っ
て
交
流

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
.

を
宅
扱
護
対
策
と
し
て
、
家
山
世
帯
仕

日
的
措
遣
、
短
期
保
崎
市
中
業
等
を
継
続

し
て
実
施
し
、
又
、
社
会
制
祉
協
噛
刷
会

に
入
浴
車
を
配
置
、
よ
リ

一
一
刷
町
サ
ー

ビ
ス
に
つ
と
め
た
い
.

昨
年
完
成
し
た
弊
斎
場
寸
や
す
ら
ぎ

苑
」
は
‘
こ
の
四
月
か
ら
使
用
開
始
と

な
り
、
町
に
お
い
て
官
理
連
出
を
図
る
。

国
保
病
院
町
医
師
確
保
に
つ
い
て
は

現
中
西
院
長
は
三
月
三
十

一
日
を
も
っ

て
迫
職
、
後
任
の
柑
院
長
に
は
、
札
帆

医
大
都
一
内
科
か
ら
‘
正
木
昭
二
氏
が

三
月
二
十

一
日
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
.

児
に
内
科
医
師

一
名
を
=
百
円
勤
務

の
も
と
に
据
遣
方
を
嬰
消
し
教
授
の

了
解
を
得
て
お
り
、
外
科
医
師
に
つ
い

て
は
、
新
院
長
町
希
望
で
も
あ
る
と
喰

っ
て
お
り
ま
す
町
で
赴
任
後
ご
相
談
を

し
推
進
し
た
い
。

践
金
町
三
十
%且
担
分
町
内
、
二
十
%

は
国
庫
負
組
金
で
残
り
の
十
%
は
、
泣

且
び
町
で
負
担
す
る
も
円
で
あ
り
ま
す
.

主
人
医
療
に
山
げ
な
う
総
人
U
に
し
め

る
酬
告
は
七

三
一
%
と
な
り
ま
す
.

老
人
を
含
め
て
の
他
版
管
理
生
き

が
い
対
策
に
つ
い
て

一
府
町
努
力
を
傾

( 2 ) 

配
置
さ
れ

t
入
浴
車

未
来
の
た
め
に

公
共
上
木
事
業
に
つ
い
て

継
続
的
盟
問
組
改
良
工
事
凶
行
U

凶
代
制
改
良
工
引
を
田
代
備
よ
り
迫
泊

ま
で
三
百
六
十
凶
じ
が
本
年
'
4
成
ザ
定
、

神
丘
六
組
線
舗
装
工
市
中
三
百
五
十
H

引
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
.

更
に
、
旭
幸
刷
酬
の
改
良
舗
装
を
新
規

と
し
て
採
択
、
本
年
は
国
道
よ
り
中
世

相
ま
で
町
二
百
五
十
υ引
を
実
施
。

代
行
事
業
内
稲
崎
組
改
良
工
事
に
つ

証
し
て
ま
い
り
た
い
.

行
財
政
巡
世
に
あ
た
り
ま
し
て
は

徹
ほ
し
た
叫
楠
討
を
す
る
こ
と
は
却
論

の
こ
と
効
車
化
を
推
進
し
、
職
日
と
も

に
雌
正
を
た
も
ち
、
皆
憾
の
則
持
と
い

制
に
応
え
て
ま
い
リ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

地
方
自
治
体
的
教
育
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
、
財
政
的
負
担
に
つ
い
て

も
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
ろ
う
と
恩
わ
れ
ま
す
が
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
築
く
た
め
、
学
校
、
家
庭
社
会
を
通
じ
て
町
民
の
生
涯
の
各
時
期
に

お
け
る
課
題
に
即
し
た
教
育
の
機
能
を
充
実
し
て
、
創
造
力
に
富
仁
、
む
の

豊
か
さ
と
社
会
的
な
連
帯
意
識
を
高
め
郷
土
愛
を
も
っ
た
町
民
的
育
成

を
期
し
て
町
の
発
展
に
貢
献
し
え
る
二
十
一
世
紀
に
向
付
て
の
人
づ
く

η
に
、
時
代
の
要
請
と
町
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
学
校
教
育
の
充
実
に

万
全
の
体
制
保
持
の
推
進
に
一
層
努
力
し
た
い
。

生
徒
数
む
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
実

態
か
ら
豆
、
全
校
統
合
的
基
本
的
な

見
地
か
ら
吏
に
‘
統
合
に
向
け
て
父
兄

向
ご
納
得
の
由
く
よ
う
制
力
的
に
話
し

合
い
を
進
的
、
目
的
巡
行
に
軒
力
し
て

ま
い
リ
た
い
.

か
よ
い
あ
う
心

学
校
教
育
に
つ
い
て

校
内
縁
力
等
に
つ
い
て
は
、
個
々
町

立
場
か
句
論
脱
さ
れ
て
お
リ
ま
す
.

社
会
的
風
潮
、
家
脳
内
あ
り
方
、
学

校
に
お
け
る
生
徒
指
導
的
実
情
等
綿
々

相
会
教
育
及
び
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

( 3 ) 



教
育
執
行
方
針
を
述
べ
る

中
井
教
育
長

青
少
年
非
行
肉
増
加
、
社
会
的
連
帯

感
的
柿
薄
化
な
ど
憂
慮
す
べ
き
事
態
も

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。

社
会
教
育
行
政
の
基
本
的
な
役
削
は
、

住
民
同
学
習
意
欲
を
酪
成
し
そ
の
宇

習
要
求
を
充
足
す
る
た
め
の
学
習
按
助

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り

ま
す
。一

占
と
し
て
、
町
民
等
し
く
生
誕
に

亘
る
学
習
の
意
欲
を
喚
起
さ
せ
、
各
時

期
に
適
合
し
た
学
習
の
機
会
を
整
備

各
種
機
関
や
民
間
団
体
と
町
直
接
な
る

連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民
学
級
と
各
種

文
化
構
座
円
開
設
に
取
り
組
み
、
町
民

の
学
習
意
欲
に
応
え
る
所
存
で
す
。

二
点
と
し
て
、
社
会
参
加
の
促
進
を

な
お
手
数
料
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
に

に
辛
り
ま
し
た
。

手
数
料
同
額
は
、
生
計
中
心
者
円
前

年
所
得
税
課
税
年
制
が
三
万
円
未
満
の

世
帯
は
、

一
時
間
当
た
り
二
九
十
問
。

生
計
中
心
者
円
前
年
所
得
税
却
税
年

制
が
三
万
円
以
上
向
世
帯
は
、
一
時
間

当
た
リ
五
八
十
円
を
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

第
三
条
に
次
の
た
だ
し
世
が
追
加
に

な
り
ま
し
た
。

軍
庭
奉
仕
員
の
派
遣
が

↑
ヵ
月
を
超

え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
核
月
分
を
翌

月
に
徴
収
す
る
。

軍
庭
奉
仕
員
の
派
遣
が

一
ヵ
月
に
酒

た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
派
遣
軒

7
後

速
か
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

-

今

金

町

国

保

病

院

職

員

特

殊

勤

務

手

当

支

給

に

関

す

る

条

例

の

一
部

を

改

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

第
六
条
町
五
項
、
医
学
研
究
子
当
に

つ
い
て
院
長
に
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
「
院
長
、
剛
院
長
、

医
師
」
と
な
り
、
月
傾
手
当
を
「
院
長

一
一」l
五
万
円
、
別
院
長
十
五

万

円

医

師
十
万
円
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

-
今
金
町
災
申
一
岡
山
市
慰
金
の
支

給

等

に
附
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

(目
的
)

晶
風
、
涼
雨
等
町
自
怯
災
害
に
よ
り

死
亡
し
た
町
民
的
遺
族
に
対
す
る
災
害

弔
慰
金
内
支
給
を
行
い
自
然
災
告
に

よ
り
制
神
又
は
身
体
に
苦
し
い
陣
告
を

図
り
、
人
々
の
協
澗
と
迎
幣
に
支
え
ら
つ

れ
た
地
域
部
部
づ
く
り
を
進
的
、
自

主
的
活
動
を
助
長
す
る
と
と
も
に
地
域

課
題
や
生
活
楳
魁
を
解
決
の
た
め
の
実

践
活
動
を
促
進
，
特
に
青
少
年
内
担
金

的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、
一
卒
に
解
決

を
期
す
と
言
ヲ
市
中
は
答
口
切
な
問
題
で
な

い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

子
供
向
言

い
分
、
親
の
言
い
分
、
学

校
に
は
学
校
内
立
場
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
お
互
い
の
非
を
何
処
か
に
責
任

向
転
嫁
を
す
る
傾
向
も
教
育
上
向
欠
陥

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
の

た
め
に
は
各
学
校
に
於
て
最
重
点
敵

組
で
あ
り
ま
す
。

立
に
一
人
一
人
の
側
性
を
適
確
に
把

出

L

教
育
者
と
し
て
の
自
信
と
使
命

感
、
世
間
を
傾
注
さ
れ
る
よ
う
、

一
方、

家
庭
に
あ
っ
て
は
、
税
と
し
て
の
責
任

に
よ
っ
て
子
供
向
訓
育
に
務
め
て
い
た

だ

き

学

校

家

庭

地

域

社

会

が

一

体
と
な
り
、
述
絡
協
制
幸
福
に
し
て
非

行
防
止
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

学
校
改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
金
原

小
学
校
の
危
険
校
舎
を
改
築
を
計
画
、

鉄
筋
一
一
階
雄
、
八
二
五
平
方
灯
、
温
水

暖
窃
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
凹
学
級
を

前
提
に
建
築
す
る
も
の
で
す
。

今
金
小
学
校
プ

l
ル
上
屋
建
設
は
、

五
十
七
年
度
に
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
ン
ャ
ワ
に
使
用
上
向
問
題
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
使
用
時
ま
で
に
は
改
普
し
た
い
。

'!i 

受
け
た
町
民
に
災
害
陣
ゴ
ロ
見
舞
金
的
支

拾
を
行
い
、
正
び
に
自
然
災
告
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す

る
災
当
岡
山
護
資
金
的
貸
付
け
を
行
い

も
っ
て
町
民
的
組
制
及
び
生
活
的
安
定

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。(定

義
)

災
害
と
は
、
暴
風
、
豪
雨
、
宗
主
、

供
木
、
山
湖
、
地
誕
津
挫
そ
の
他
提

出
な
自
然
現
象
に
よ
り
被
主
が
生
ず
る

こ
と
を
い

7
。

(
災
害
弔
慰
金
町
支
給
)

死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
泣
肢

に
例
し
災
害
弔
慰
金
的
支
給
を
行
う

も
町
と
す
る
。

(災
害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
遺
族
)

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

民
苫
弔
慰
金
町
支
給
を
受
け
る
べ
き
問

順
位
向
泣
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、

そ
の

一
人
に
対
し
て
し
た
支
給
は
、
全

日
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す

E

(
災
害
弔
慰
金
の
額
)

災
告
に
よ
り
死
亡
し
た
者

一
人
当
た

り
町
災
笹
弔
慰
金
円
相
は
、
そ
の
死
亡

者
が
死
亡
当
時
に
お
い
て
そ
の
死
亡
に

闘
し
、
災
害
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者
生
討
を
主
と
し
て
唯
持
し

て
い

た
場
合
三
百
万
円
以
内
と
し
、
そ

の
他
の
場
ム
間
に
あ
っ
て
は
百
五
十
万

円
以
内
と
す
る
。

た
だ
し
、

死
亡
者
が
そ
の
死
亡
に
係

る
災
害
に
闘
し
叫
に
次
章
に
規
定
す

る
災
者
障
吉
見
蝉
金
円
支
給
を
受
け
て

教
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
へ

き
地
住
宅
と
し
て
、
極
川
に

一
棟
一
一戸

を
建
設
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
樋
川
中
学

校
内
吸
収
統
合
同
問
削
に
つ
い
て
は
、

事
加
を
よ
び
か
け
る
な
ど
、
高
齢
者
誼

識
の
悶
協
を
図
り
た
い
。

一二
占
と
し
て
、
指
時
体
制
的
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
時
代
円
安
前

に
応
え
る
各
種
指
導
者
向
養
成
確
保

資
質
的
向
上
を
図
り
た
い
。

本
町
に
氷
住
す
る
若
い
背
年
層
を
中

心
と
し
た
指
導
者
向
育
成
、
研
修
先

進
地
内
視
察
等
と
、
古
年
会
議
等
に
よ

る
団
体
を
中
心
に
促
進
し
た
い
。

四
占
と
し
て
、
町
民
内
社
会
教
育
活

動
的
拠
占
と
な
る
施
設
の
整
備
を
図
る

た
め
、
将
来
的
展
望
に
た
っ
て
、
図
性

能
、
資
料
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
町
設

置
に
つ
い
て
今
後
円
諒
題
と
し
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

止
に
背
山
ア
年
教
育
内
今
目
的
課
題

と
し
て
非
行
問
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
に
つ
い
て
は
、
少
年
期
に
お

け
る
集
団
活
動
は
.
少
年
が
成
長
し
て

い
く
過
程
に
お
い
て
欠
〈
-
)
と
の
で
き

な
い
体
験
学
習
の
場
で
あ
り
ま
す
。

盟
か
な
人
間
形
成
を
図
る
?
え
に
も

少
年
団
体
内
育
成
は
必
要
で
あ
り
ま
す
。

現
在
+
五
団
体
的
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
成
扶
が
み
ら
れ

る
こ
と
か
句
、
今
後
更
に
、
社
会
参
加

に
対
す
る
君
扱
円
啓
的
確
や
グ
ル
ー
プ
活

動
的
促
進
に
つ
と
め
た
い
。

い
る
場
合
は
こ
れ
ら
の
額
か
ら
当
ぷ

支
給
を
受
け
た
災
山
官
邸
吉
見
持
金
内
側

を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

(
王
給
の
制
限
)

当
該
死
亡
者
の
死
亡
が
、
そ
の
者
向

故
坦
又
は
、
重
大
な
過
央
に
よ
り
生
じ

た
も
町
で
あ
る
場
合
。

災
当
に
際
し
、
町
長
町
避
難
の
指
示

に
従
わ
主
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
的
特

別
の
事
情
が
あ
る
た
め
町
長
が
支
給

を
不
適
当
と
認
め
た
場
合
等
に
は
支

給
し
な
い
。

(王
給
的
手
続
)

町
長
は
災
苦
弔
慰
金
的
支
給
に
闘

し
、
遺
族
に
必
裂
な
報
告
又
は
也
知
町

総
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(災
害
陣
害
見
舞
金
の
王
給
)

町
は
、
町
民
が
災
害
に
よ
り
員
向

L
、

又
は
疾
病
に
か
か
り
、
治
っ
た
と
き
に

災
苫
見
持
金
的
支
給
を
行
う
も
の
と
す

る。(
災
害
障
害
見
舞
金
町
額
)

昨
害
者

一
人
当
た
り
の
民
主
障
害
見

神
金
円
額
は
、
当
該
障
害
者
が
災
主
に

よ
り
負
似
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た

当
時
に
お
い
て
、
そ
内
服
す
る
世
帯
と

生
計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
た
場
合

に
あ
っ
て
は
百
五
十
万
向
以
内
と
し

そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
七
十
五
万

円
以
内
と
す
る
。

(準
用
規
定
)

民
主
防
昌
見
舞
金
に
つ
い
て
準
用
す

る
(災
害
援
護
資
金
的
貸
付
吋
)

体
育
、
ス
ポ
ソ
の
振
興
に
つ
い
て

は
町
民
が
明
る
く
設
か
な
生
活
を
築

く
た
め
に
は

「
町
民
み
な
ス
ポ
ー
ツ
」

を
目
指
し
て
、
生
活
の
中
に
ス
ポ
ソ

を
取
り
入
れ
、
生
涯
に

E
り
町
民

一
人

ひ
と
り
が
そ
の
基
礎
と
な
る
健
康
や
体

力
の
保
持
か
ら
、
体
育
、
ス
ポ
ツ
地

訟
の
整
備
拡
充
や
、
体
育
、
ス

ポ

ソ

指
導
者
の
養
成
政
保
と
学
校
体
育
施
設

の
開
放
等
地
域
ス
ポ

l
y
団
体
的
育

成
等
に
つ
い
て
も
梢
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
。

町
体
育
協
会
は
、
他
地
域
に
類
の
な

い
全
戸
加
入
と
な
っ
て
お
り
、
明
る
く

健
康
な
人
づ
く
り
的
た
め
に
今
後
一
一
閣

の
活
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
ロ

昭
和
五
十
八
年
団
体
山
岳
競
技
北
海

道
子
選
大
会
を
狩
場
山
系
に
て
附
拙
し

た
い
旨
、
北
海
道
山
岳
辿
盟
か
ら
袈
簡

が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
内
山
岳
会
組
臓
は

二
十
名
門

全
日
教
で
あ
り
ま
す
が
、
地
元
山
岳
会

的
強
い
軌
望
も
あ
り
北
部
地
域
的
観

光
的
資
源
の
開
発
構
想
上
か
ら
も
北
部

三
町
で
実
行
委
以
会
を
組
織
し
引
き
受

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

体
育
館
内
周
辺
務
備
に
つ
い
て
は
、

軟
弱
地
盤
的
た
的
、
地
盤
沈
下
に
よ
る

こ
と
か
句
、
美
観
管
理
商
に
支
障
を

き
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
技
術
的
に
枯

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

幼
稚
悶
経
営
に
つ
い
て
は
年
々
幼

児
数
の
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
文

幼
児
期
的
教
育
に
つ
い
て
父
兄
の
熱
製

が
た
か
ま
り
、
必
要
性
が
叫
け
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
か
ら
三
歳
児
を

就
園
さ
せ
て
四
半
級
を
維
持
し
て
ま
い

り
た
い
。

学
校
給
食
肉
巡
出
に
つ
い
て
も
児
童

生
徒
同
体
位
向
上
を
図
り
安
全
操
業
に

一
川
町
内
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
図

(4 ) 

条
例
・
:
予
算
に
つ
い
て

-

今

金

町

名

誉

町

民

に

測

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

今
ま
で
終
身
年
金
と
し
て
「
十
万
問
」

を
支
給
し
て
い
た
も
の
を
「十
五
万
円
」

に
改
め
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

被
害
を
受
け
た
世
帯
の
町
民
で
あ
る

世
帯
主
に
対
し

そ
の
生
活
向
立
て
直

し
に
資
す
る
た
め
災
当
扱
油
資
金
内

貸
付
け
を
行
つ
も
の
と
す
る
。

(災
害
援
護
資
金
の
限
度
額
等
)

災
害
援
護
資
金
町

一
災
告
に
お
け
る

一
世
帯
当
た
り
の
資
金
貸
付
け
限
度
額

は
災
害
に
よ
る
当
該
世
帯
の
被
主
肉

離
数
及
び
程
度
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
の

各
号
に
矧
げ
る
と
お
リ
と
す
る
。

付
療
養
に
要
す
る
捌
間
が
お
お
む
ね

一

カ
月
以
上
で
あ
る
世
帯
主
的
負
傷
(
以

上
「
世
帯
王
町
負
傷
」
と
い
っ
。)
が
あ

り

か

つ
次
的
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合ア

家
財
に
つ
い
て
の
被
害
金
制
が

そ
の
家
財
円
価
絡
の
お
お
む
ね
三
分

の
一
以
上
で
あ
る
訓
告
及
び
住
居
の

机

当

が

な

い

場

合

印

万

円

イ
、
家
財
町
出
羽
が
あ
り
か
つ
住

居
の
引
書
が
な
い
場
合
間
万
円

ウ
住
居
半
墳
し
た
場
合
川
方
円

エ
、
住
居
全
壊
し
た
場
合
問
万
円

口
世
惜
王
の
負
傷
が
な
く
か
っ
次
円

い
ず
れ
か
に
訟
当
す
る
場
合

ア
、
家
財
の
副
書
が
あ
り
、
か
つ
住

居
町
訓
告
が
な
い
場
合
印
方
円

イ
、
住
居
半
唆
し
た
場
合
印
万
円

ウ
住
居
全
壊
し
た
場
合
凹
方
向

エ
住
居
町
全
体
が
減
央
、
若
し
く

は

流

先

し

た

州

場

合

刷

万

円

被
災
し
た
住
出
を
怨
て
直
す
に
隙

L
、

そ
の
住
居
の
践
存
部
分
を
取
り
壊
さ
さ

る
を
併
な
い
場
合
等
、
特
別
内
事
情
が

第

一
条
に
止
め
一
項
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

従
米
、
家
嵯
奉
仕
只
の
派
泣
に
つ
い

て
は
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

出
非
課
税
の
世
帯
を
村
塾
に
実
地
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

一
般

家
庭
の
巾
し
出
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

あ
る
場
合
に
は

「
白
四
十
万
円
」
と
あ

る
の
は
「
百
八
十
万
円
し
と
「
八
十

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百
二
十
万
円
」

と
、
寸百
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百

八
十
万
円
」
と
説
み
詐
え
る
も
の
と
す

。
'
G
 

二
、
災
害
援
設
資
金
向
的
選
期
間
は
、

十
年
と
し
、
縮
担
期
間
は
そ
の
っ
ち
三

年
と
す
る
。

(利

率

)

民
主
援
護
資
金
は
、
据
世
期
間
中
は

無
利
4
1
と
L

W
帖
世
期
間
経
過
後
は
そ

の
利
率
を
延
滞
的
場
合
を
除
き
年
一一一%

と
す
る
。

(
慣
還
等
)

災
古
伝
議
資
金
は
年
賦
償
還
と
し

償
越
方
法
は
、

一
花
利
均
等
伯
還
の
方
法

と
す
る
。
た
だ
し
貸
付
金
の
貸
付
け

を
受
け
た
者
は
い
つ
で
も
雌
上
償
還

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

償
還
免
除
、
保
証
人
、
一
時
附
川
越

違
約
金
及
び
償
還
金
の
支
払
拍
子
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
例
は
、
自
然
現
説
が
原
因
と

な
っ
た
災
当
に
よ
る
被
害
だ
け
が
災
告

弔
慰
金
及
び
災
直
障
害
見
舞
金
的
支
給

対
象
並
び
に
災
害
援
護
資
金
的
貸
付
対

集
と
な
る
円
で
あ
っ
て
人
均
的
な
原
因

に
よ
る
災
害
は
、
た
と
え
自
然
現
象
が

大
き
く
影
響
し
被
苫
を
生
ぜ
し
め
た

と
し
て
も
本
法
的
対
集
と
は
な
ら
な

し

し
た
が
っ
て
、

( 5 ) 

火
災
に
よ
る
被
告
は
、



一
般
的
に
本
法
的
吋
製
と
は
な
句
な
い

が
、
火
災
で
あ
っ
て
も
原
凶
が
自
然
現

象
に
よ
る
も
町
、
例
え
ば
地
波
又
は
火

山
蝉
発
に
よ
る
出
火
が
原
因
で
火
災
に

な
っ
た
よ

ヲ
な
場
合
は
、
本
法
的
対
組

と
な
り
ま
す
.

こ
れ
等
に
つ
い
て
は
‘
厚
生
大
臣
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り、

減
先
世
帯
が

五
世
帯
以
上
で
な
い
と
吋
離
に
な
リ
ま

せ
ん
.

-
今
金
町
市
川
少
年
会
館
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

従

来

会

館
内
使
用
料
に
つ
い
て
は

無
料
で
あ
っ
た
も
円
を
「
全
航
に
備
え

付
け
の
寝
具

(
洗
泊
料
を
い
う
J

且
び

珊
料
を
使
用
す
る
と
き
は
、
築
山
氏
を
徴

収
す
る
も
の
と
し
そ
の
傾
は
、
館
長

が
教
育
委
貝
会
の
草
認
を
得
て
定
的
、

使
用
料
は
、
使
用
前
に
徴
収
し
ま
す
〕

既
納
の
使
用
料
は
泣
付
し
な
い
。
た

だ
し
、
館
長
が
還
付
を
相
当
と
認
的
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

・
今
金
町
簡
易
水
道
設
置
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

此
何
度
、
金
原
針
金
地
区
内
郁
撲

を
稲
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

結
水
区
域
的
変
吏
と
、
柏
木
人
口
六
百

八
十
人
結
水
量
百
九
十
立
方
H
U

に
改

正
し
た
も
の
で
す
.

-

今

金

町

公

平

委

員

会

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

地
方
公
務
日
法
第
九
長
第
二
期
の
州国

{定
に
よ
っ
て

今
金
町
字
今
金

に
つ
き
督
促
状
を
発
行
し
た
場
合
に
は
、

前
晶
と
同
じ
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
.

-

今

金

町

乳

幼

児

医

療

貨

の

助

成

に

関

す

る

条

例

の

一
部

を

改

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

乳
幼
児
向
診
療
費
自
己
負
担
に
つ
い

て
は
、
二
一
哉
児
未
満
肉
入
院
、

外
来
忠

者

六
歳
児
未
満
の
入
院
忠
者
負
担
を

「
申
制
に
基
づ
き
L

助
成
し
て
お
り
ま

し
た
が

今

回
更
に
「
支
払
う
こ
と
に

よ
リ
」
の
一

項
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
‘
診
療
費
支
払
い
時
点
に
お

い
て
助
成
町
取
り
扱
い
と
し
、
お
金
的

支
払
い
を
喪
し
な
い
も
円
で
す
.

現
在
に
お
け
る
、
ニ
的
取
り
扱
い
は
‘

町
内

一
部
町
荊
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
他
的
荊
院
、
町
外
的
補
院
等
に
つ

い
て
は
こ
肉
眼
リ
で
な
く
、
診
療
費
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
.
豆
、
初
診

料
百
五
十
円
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り

支
払
う
ち
の
と
な
り
ま
す
。

-

国

鉄

特

定

地

方

交

通

線

第

二

次

線

の

選

定

凍

結

を

求

め

る

要

望
怠
見
書
の
提
出

相
官
寒
冷
で
薗
椛
広
大
な
本
道
に
お

け
る
図
銑
は
今
日
な
お
重
要
な
開
発

基
盤
で
あ
る
こ
と
か
句
、
こ
れ
が
廃
止

さ
れ
る
-』
と
に
な
る
と
沿
組
地
域
内
住

民
生
活
、
虚
業
経
済
に
お
よ
ぽ
す
彬
響

が
大
で
あ
リ

政
府
及
び
聞
係
当
局
に

要
望
意
見
世
を
拠
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
.

古
問
辰
雄
氏

(六
十
六
歳
)
が
任
期

満
了
に
な
る
た
め
再
任
し
た
も
の
で
す
。

・

今

金

町

間

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

地
方
税
法
第
四
百
二
十
三
条
第
三
項

肉
親
定
に
よ
っ
て

今
金
町
下
鈴
岡

偏
口
忠
児
氏

(四
十
八
政
)
が
任
期

尚

7
に
な
る
た
め
町
内
任
し
た
も
の
で
す
。

・
退
純
子
当
の
特
別
加
算
に
つ
い
て

北
海
道
市
町
村
職
同
温
職
手
当
組
合

品
靴
下
当
晶
例
附
則
第
二
ト

一一
刷
の
組

定
に
法
づ
く
も
の
で
す
.

主
市
中
虫
村
常
古
氏

技
師
小
西
末
森
氏
肉
両
氏
が
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
迅
聴
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
金
三
百
八
十
一
万
八
千
四
百
円

を
加
算
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す

E

・

町

道

の

路

線

変

更

に

つ

い
て

道
路
法
第
十
条
第
三
政
の
脱
走
に
基

づ
く
も
の
で
す
巴

尖
利
河
綿
と
尖
利
河
出
也
山
水
組
町
二
本

が
変
真
に
な
り
旧
延
長
ニ
九
七
、

三
六

凹

・
九
四
川
引
が
新
延
長
二
八
八
、
一

4

4

八
九
日
と
立
っ
た
も
の
で
す
.

-

逃

営

土

地

改

良

事

業

に

伴
う

負

組

金

納

入

に

つ
い

て

土
地
改
品
法
第
九
ト

一
条
第
二
期
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
.

且
担
干
定
額
‘
近
営
卒
業
開
刊
の
泌

-

逃

営

土

地

改

良

施

設

の
維

持

管

理

に

つ

い

て

道
官
土
地
改
良
、
日
進
第
-
一
地
区
開

拓
地
整
備
(
飲
雑
用
水
施
設
)
市
中
草
に

昭和58年度予算

56億 6千 8百 52万円額総

よ
り
造
成
さ
れ
た
近
有
財
産
丹
市
川
与
に

附
す
る
条
例
に
正
づ
き
、
市
川
リ
畳
け
て

維
持
官
型
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

-

第
三
期

山

村

振

興

民

林

漁

業

対

策

事

業

(

小

規

検

土

地

改

良

事

業

)

の

施

行

に

つ

い

て

こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に

既
定
を
受
け
、
昭
和
五
+
八
年
度
か
」
り

泊
乎
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
.

か
ん
が
い
排
水
で
鶴
川

.
m代

盟
凹
御
船
内
地
区
で
す
。

-
昭
和
百
十
七
年
度
今
金
町

一
般
会

計
補
正
予
算

(第
十
uq
)
に
つ
い
て

成
人
に
つ
い
て
の
主
主
も
円
は
町

民
械
に
お
い
て
、
所
件
M

悦
等
の
変
更
に

伴
い
六
百
六
十
八
万
問
が
刷
、
更
に
地

品
交
付
税
の
確
定
に
よ
り
七
千
八
十
五

万
円
山
町
増
と
な
っ
た
他
祖
川
第
一
地

区
水
路
工
災
古
復
旧
い
れ
業
外
四
件
で
、

一
千
九
百
五
十
四
万
三
千
円
の
国
庫
補

助
金
的
追
加
、
こ
れ
は
、
当
初
日
%
の

比
込
で
あ
っ
た
も
町
が
四
%
の
補
助
金

交
付
と
な
っ
た
も
の
で
す
.
1

町
削

金
利

f
六
行
万
円
が
迫
加
雑
人
と
し

て
、
川
川
尻
資
金
の
と
り
刷
し
を
し
な
い

の
で
五
千
七
円
三
ト
」
ハ
力
八
千
円
を
減

制
、
収
入
計
で
は
、
間
千
二
百
必
十
六

万
凶
千
円
が
追
加
と
主
リ
全
体
金
制

三
十
八
位
九
千
五
円
九
庁
九
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

融
出
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
総

務
管
理
費
七
百
五
十
三
万
四
千
円
的
地

と
な
り
、
こ
れ
は
職
口
町
退
職
に
よ
る

も
の
で
す
。
又、

J

戸
籍
住
民
基
本
台
帳

33億4千9百万円

6億1千7百71万8千円

9億1千5百46万8千円

1億8千6百61万6千円

5億9千9百71万8千円

般 会 計

O国民健康保険特別会計事業勘定

O国民健康保険特別会計施設勘定

O簡 易 水道事業特別会計

O老人保健特別会計

0-

賛
同
委
託
料
五
百
七
十
三
万
三
千
阿
が

噌
に
こ
れ
は
除
籍
簿
、
似
戸
緋
簿
与

の
再
製
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

現
在
使
用
中
的
台
帳
が
粗
悪
用
紙
で
あ

っ
た
り
摩
耗
度
が
は
げ
し
い
た
め

今
後
八
十
年
間
保
存
使
用
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

消
州
四
五
百
七
十
八
万
八
千
円
円
減

に
つ
い
て
は
、

一
部
組
骨
肉
し
尿
処
理

場
修
柑
叫
が
安
〈
立
っ
た
こ
と
、
ボ
イ

ラ
ー
取
り
貯
え
に
よ
り
燃
料
川
四
置
が

減
少
し
た
こ
と
で
す
.

向
刷
業
賛
同
土
地
改
良
山
H
U
打
万
七
下

問
増
に
つ
い
て
は
雌
川
地
区
小
胤
棋

排
水
対
策
特
別
事
業
咋
町
追
加
に
よ
る

も
の
で
す
.

道
路
橋
梁
賛
同
道
路
維
持
由
一
千
二

百
七
十
三
万
五
千
円
減
は
杭
刀
量
が

合
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
除
主
的
委

託
料
専
が
不
嬰
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

更
に
は
、
農
林
水
産
施
設
災
害
仮
旧

世
の
エ
4
的

n賢
三
千
じ
万
三
千
円
減

は、

M

四
川
第

一
一
地
区
路
工
災
出
似
川
工

事
件
凶
作
に

つ
い
て
は
.
事
業
何
年
度

特
行
等
変
一
民
に
よ
る
も
の
で
す
.

公
的
刊
の
似
泣
金
利

f
且
び
川
料
じ

千
五
円
八
卜
七
万
点
下
問
に

つ
い
て
は
、

借
金
的
観
上
償
還
を
し
た
も
の
で
す
。

放
出
計
で
は
、
凶
千
二
百
五
イ
六
万

四
千
円
が
追
加
と
な
り
全
体
金
制
三

十
八
億
九
千
五
百
九
万
九
千
円
と
な
っ

た
も
の
で
す
.

-
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町
凶
民

健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

33ibt 4千 9百万円

総他省 U，(j剛、 2.IJl)lj r 1'1 
場 I

H'l 

算予L
l
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A 

"" 
般

O.l~円

災帯1¥(IIJf!
31". lI)，Jtil r川

一

~ 

正
予
算

(
第
凶
号
)

に

つ

い
て

政
入
成
出
に
つ
い
て
は
、
主
人
保
地

法
的
地
行
に
伴
ヲ
畳
診
車
的
措
企
に
よ

り
、
八
千
六
百
九
十
万
六
千
円
が
減

全
体
予
算
六
億
一
千
百
四
十
万
九
千
円

と
な
っ
た
ら
の
で
す
.

-
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘
定
補

正
予
算

(
第
凶
万
)
に

つ

い
て

収
益
的
収
入
に
つ
い
て
は
年
間
忠

占
見
込
数
に
よ
る
む
の
で
あ
り
一
千

二一
行
七
卜

一
万
五
下
問
が
追
加
刷
俗

的
立
山
に
つ
い
て
は
、
院
長
迫
臓
に
伴

う
も
の
で
あ
り、

三
千
五
百
万
円
が
追

加
、
合
計
刷
正
組
一一
千
九
百
七
万
四
千

円
と
な
り
全
体
金
制
十
倍
凶
千
八
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
.

-
退
職
手
当
の
特
別
加
算
に
つ
い
て

北
海
道
市
町
村
聴
い
H
迫
職
手
当
組
合

退
職
手
当
条
例
附
則
第
二
十

一
曜
の
岡
地

廷
に
基
づ
く
も
町
で
す
.

国
保
耐
院
長
中
西
浩
二
氏
が
三
月

三
十

一
日
を
も
っ
て
迅
職
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
金
三
千
瓦
百
万
円
を
加
担
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
.

-
今

金

町

鋭

条

例

の
一

部

を

改

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い
て

相
H

促
状
泊
に
つ
い
て

「
瓦
十
円
」

で
あ

っ
た
も
の
が
四
月

一
日
か
ら

「宵

内
」
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圃

今

金

町

督

促

手

数

料

及

び

延

滞

金

徴

収

条

例

の

一
部
を
改
正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

前
条
同
様
に
、
税
外
収
入
金
的
徴
収

C 6 1 

2.01% 6i.ll~r l'l 

J'f 

均百f円

C7l 



国民健康保険特別会計(事業勘定)予算-6億 1千 7百71万 8千円

使用斜&v>敏斜

0.01% 30千円

1億 8千 6百61万6千円簡易水道事業特別会計予算

健雄1< 1 f'内
紺胞人".円

O.25?..m子1'1

特別悦夫 O . Il ~" 980子円

ι偏食 oω~ó :>00子1'1-

国民健康保険特別会計(施設勘定)予算- 9ibt1千 5百46万8千円

(.0.59% 10・『阿

収益的収入

資本的支出

d 

(8 1 

5fjな9千 9百71万 8千円老人保健特別会計予算

総 IHt 0.37% 2.223f'刊

保
健
ダ
イ

陥
#
内
航
‘
ル
凶
民
の
皆
さ
ん
は
、
位

し
い
旬
日
を
お
過
一
」
し
の
事
と
思
い
ま

す
.保

他
叫
町
方
と
し
ま
し
て
も
‘
新
年

度
を
迎
え
「
地
域
は
自
均
一
可
リ
有
て

る
」
「
つ
く
ろ

っ
他
成
、
盟
か
な
明
日

へ
」
町
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
似
能
活

動
向
日
開
に
お
き
住
民
的
皆
さ
ん
円

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
お
ヲ
と

峨
々
町
市
V
Eを
予
定
し
て
い
ま
す
。

母
チ
関
係
で
は
、
定
例
て
行
っ
て
い

る
も
の
と
し
て
は

O

妊
婦
相
談

O
乳
児
憧
捻

(毎
月
第
2
火
ょ
う

目
、
午
後
l
時
z
，

於
町
民
セ
ン
タ
ー
)

「

4

・
?

0

2

4

1

1
 

ヶ
月
児
を
対
主

毎
月
第
3
木
よ
一
ヲ
臼
、

子
主
l
bザ
1

'

f

H

 

於
町
民
セ
ン
タ
ー
)

O

一
盟
六
ヶ
月
児
鍵
惨
・
乳
児
相
鍛

(隔
月
内
第
l
木
よ

令
勺
，
口
M

於
町
民
セ
ン
タ
ー
)

。
育
児
講
座

(
3
今
月
児
を
対
象

伺
月
第

3
木
よ
ヲ
目
、

ヤ
yレ

も
用
意

午
前
9
時
四
分
l

於
町
民
セ
ン
タ

)

以
上
司
他
砂
相
誠
を
予
定
し
て
お

ま
す
.
こ
れ
句
内
陸
診

・
相
談
に
は
、

師
を
は
じ

め

助

産
婦
、
姫
長
士
、

科
衛
生
士
、
保
健
婦
、
石
直
納
等
の

タ
y
フ
で
拠
出
向
早
期
発
U

凡
に
静
め

と
と
も
に
お
チ
さ
ん
の
レ
配
布
中
円
相

に
の
リ
た
い
と

4
え
て
お
り
ま
す
。

ス fむ l宣り，j~ る計
年
皮
肉

っ
た
感
じ

受
診
を
則

受
診
訓
告
は
今

一
事
と
い

な
の
で
‘

一
人
で
も
多
く
の

侍
し
て
お
り
ま
す
.

こ
の
他

良
市
州
問
会

お
母
さ
ん
教
室
離
乳

を
刷
出
し
お
吋
さ
ん
の
知

的
向
上
に
役

4
て
て
い
た
だ

思
い
ま
す
。

議

伎

術

き
た
い
と

成
人

雌
リ
円

-
老
人
関
係
で
は
、

人
的
地
成
管
理
に
虫

特
に
働
き

山
口
移
』
お
主
¥

長
耐
の
早
川
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

る
た
め
に

「悶
腸
的
検
u
p
M

」

(
8
月
出
国
i
9
月

2
臼

午
4

刈

6
咋
!
、

2
司
3

4

ヨ

ー

!

t

:
J

1

1

1

午
前
?
時
1
)

「JIeハ
ガ
ン
輪
診
」

(
2
H
l
H
t
ι
5

臼
‘
午
，
削
8
時
t
B
)

を
ず
定
し
て
お
り
ま
す
.

ま
た
、
結
舷
術
現
時
輸
訟
は
、
叩

月
白
日

1
四
日
の

5
日
間
で
今
年
か

ら
「
肺
ガ
ン
枯
法
」

L
で
き
る
よ
う
に

む
リ
ま
し
た
。
こ
の
枯
診
で
血
圧
輪

以
な
と
州
憤
査
が
必
製
な
人
は
‘
後
日
.

市
内
輪
査
を
行

ヲ
子
定
で
い
ま
す
。

年
に

一
凶
は
楠
診
を
受
け
自
分
的

地
脱
を
再
陥
認
し
ま
し
ょ
う
F

こ
れ
ら
の
他
に
成
人
梢
予
防
在

福
山
町
益
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、

糖
尿
病
教
室
・
高
血
圧

(純
塩
)
教
室

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
.

ま
た
、
毎
月
第
2
、
第
4
町
月
ょ
う

日
前
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

二

般

相
品
」
を
実
地
し
、
皆
さ
ん
の
地
康
上

町
心
配
事
円
相
談
に
応
じ
た
い
と
思
い

ま
す
.

4
月
か
旬
、
持
迎
月
ょ
う
目
、

9
時

ー
ロ
時
ま
で

「似
他
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設

け
、
他
市
峨
上
町
心
配
事
相
談
を
電
話
で

畳
け
た
い
と
思
い
ま
す
.
秘
密
は
守
リ

ま
す
の
で
、
気
軽
に

F
イ
ヤ
ル
を
回
し

て
下
さ
い
.

以
上
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
を
干
定
し

て
お
り
ま
す
何
で
、
皆
さ
ん
の
「
健
康

づ
〈
リ
」
に
役
立
て
て
下
さ
い
.

( 9 1 



味覚と実益と趣味街
を
き
れ
い
に

昭
和
五
十
七
年
度
機
動
職
業
訓
糾
生

一
同
が
、

三
月
二
十
五
日
鉄
筋
で
作
ら

れ
た
ゴ
ミ
な
十
五
個
を
光
町
旦
‘
州
品
ね
吋

聞
町
長
公
園
、
他
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
‘

民
利
河
川
岡
山
刑
制
川
川
畑
山
川
町
各
所
に
配

布
、
更
に
、
花
棚
台
二
個
が
光
向
車
と

盟
舟
聞
に
州
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
生
徒

一
同
が
企
し
で
も
皆

様
町
役
に
立
ち
、

W

廿
ば
れ
る
も
の
を
と

耳
、
之
、
は
じ
め
た
こ
と
で
す
.

一寸ー一一

白
布
主
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
ヒ
マ
ワ
リ

判
思
町
ぷ
立
会
を
三
月
十
六
日
に
白
品

川
河
内
家
に
お
い
て
開
削
さ
れ
ま
し
た
.

こ
れ
は
社
会
教
育
活
動
事
業
向

一

つ
と
し
て
主
人
学
紬
活
動
が
五
地
さ
札
、

脱
主
改
品
位
u
且
所
的
附
生
活
改
良
普
且

μ
向
指
碍
に
よ
る
む
の
で
あ
り
ま
す
。

料
理
を
作
る
に
あ
た

っ
て
も

凶

作

こ
向
学
校
は
昭
和
五
十
年
に
開
校

し
て
以
来
.
住
築
と
か
ブ
ロ
ッ
ク
制
み

と
か
を
冬
雫
を
利
用
し
て
勉
強
し
て
い

る
も
の
で
今
年
度
は
姐
築
銑
筋
科

を
設
け
、
は
じ
め
て
町
ぷ
み
と
し
て

一

{
一
般
図
書
}

向

凹

附

f
u拘
ど
き

K
ど
き

同
一
地
登
長
乙
J
Uげ
げ
の
雄
一
上
、
下
)

中

前

兆

助

1
M品
加
持
制
史

占
川
英
治
日
目
金
拠
ト
一‘
一、
瓦
卜
一

石
川
町
怖
次
郎

u
太
陽
町
神
話

川
開

A

博
鹿
山
町
新
曲
遊
記

(上
、
下
)

川
制
服
成
リ
全
集
三
十
凶
二
一
十
五

県

柳

制

U

チ
ヨ
y
ち
ゃ
ん
行
く
わ

ト
A
V

友
剖
帆

U
時
代
日
民
的
女
房

修
平

t
Uと
す
じ
円
い
の
ち
を

貞
子

H
E
能
開
発

ド
迦
U
部
知
山
内
披

ね吋行

u
剛
山
い
世
、山
2
2
呆
む
、

H

ー
悩
哨
船
‘
般
神
鬼

中
里

恒
千
日
京
町
中

藤

沢

周

平

U
#秋
の
鑑

近

藤

紘

一
目
し
た
た
か
な
敗
占
た
ち

胡
桃
沢
緋
史

1
太
陽
の
栴
り

J
L

松

和

夫

U
K陥
の
王

渡
辺
淳
一

u
午
後
円
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ

M
H
主
的
階
段

鮮
U
H
安
全
地
借

西良空安松
村 fG閑蝉村

H 

樹
上也

且
以
と
ク
ラ
ブ
若
手
会
以
、
役
場
保
健

納
得
の
協
力
に
よ
る
む
町
で
、
料
理
は
、

ヒ
マ
ワ
リ
ご
版
、
ソ
マ
ミ
、
セ
ロ
リ
、

ハ
ム
、
山
内
と
ワ
カ
メ
を
混
ぜ
た
あ
い

も
町
や
つ
の
料
理
で
し
た
.

こ
の
料
理
に
、
ク
ラ
ブ
会
以
も
お
い

し
い
お
い
し
い
の
辿
発
を
し
て
お
り
ま

し
た
a

柑
子
は
、
川
年
内
六
月
に
こ
+
戸
三

十
八
名
に
配
布
栽
地
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
で
ヒ
7

ワ
リ
を
栽
培
し
て
成

功
し
た
の
は
白
石
地
区
が
は
じ
め
て

特
に
昨
年
同
場
合
は
、
天
候

L
悪
く
ブ

ド
マ
リ

L
品
く
な
く
四
十
%
前
後
と
雌

し
く
、
六
十
い
略
的
収
砲
で
し
た
.

趣
味
と
実
益
を
兼
ね
支
は
花
見

執
は
味
覚
と
ダ
ブ
ル
向
車
し
み
が
あ
る

と
大
喜
び
で
し
た
。

ヒ
マ
ワ
リ
倒
イ
の
常
義
価
を
骨
折
し

て
み
ま
す
と
水
分
五

・
六

%

た

ん

自
白
三
十

一
・
四
%
、
脂
質
問
+
一

八
%
‘
そ
の
他
十

一

二

%

と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
特
に
、
ビ
タ
ミ
ン

E
が
三

十
八
時
J
U

吉
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
句
、

女
性
的
場
合
は
よ
リ
美
し
く
出
性
的

場
合
は
よ
り
他
脱
に
な
る
と
か

。

昭
和
五
十
八
年
に
は
、
河
島
さ
ん
の

耕
地
を
一
一
民
歩
ほ
ど
借
り
て
や
リ
た
い

と
窓
口
同
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
園

そ
の
後
、
保
他
締
に
よ
る
血
圧
測
定

な
ど
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
な
ご
や
か

な
事
囲
気
で
あ
り
ま
し
た
。

月
か
」
つ
三
月
一
杯
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
な
の
却
作
は
勉
強
時
川
の
あ

い
ま
に
生
徒
全
品
の
協
力
に
よ
リ
、
教

材
の
残
リ
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
も
の

て
す
.

町
民
セ
ン
タ

図
書
館
だ
よ
り

倉

本

胞

H
駅
、
わ
が
背
春
の
と
き

川
拙
ま
り

F
H日
わ
た
し
の
ソ
フ
ィ
ア

大
庭
み
な

f
H紅
町
子
』
り
ぷ
広
町
州
場
所

説

端

子

H

熱
い
風

円レ引
門
叶
川
タ

H
W
ち
た
天
使

加
藤
保
則
刀

f
河川目
煙
を
め
ぎ
し
て

山

部

洋

H
お
父
さ
ん
円
臓
あ
り
が

と

ヲ

凡
城
美
枝

f
H
立
の
日
山
明
日

丹

羽

文

雄

H
B

日
べ
け
円
引
け
り
H
H
耕
末
の
ま
ぼ
ろ
し

図
書
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。訳

出
血
よ
り
十
三
附

4月24日は
町長・町議
の選挙です

よいまちを創るのは

責任あるあなたの

票

愛

の
鈴

商
工
会
婦
人
部
で
は
三
月
二
十
二

日
今
年
度
新
入
学
児
立
を
対
訟
に
交
通

安
全
を
祈
願
し
て
、
愛
の
針
を
百
五
十

五
耐
を
教
育
長
に
手
わ
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
車
が
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う

に

と

真
心
を
こ
め
た
手
製
の

蹄
で
す
。

こ
の
持
は
京
色
毛
糸
で
践
を
つ
く

り
、
中
に
蹄
を
と
り
つ
け
カ
パ
ン
に
結

ぶ
よ
フ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
持
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
考
え
実

地
し
は
じ
め
て
か
均
六
年
困
に
屯
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
の
人
気
が
あ
リ
、

二

年
生
に
な
っ
て
ら
霊
玩
し
て
い
る
見
直

が
い
る
と
か
と
て
む
可
愛
い
し
町
で

す
.

フ

ン

ド
事

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

戸ニ

月
-
一十
三
日
今
年
皮
肉
新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
を
闘
い

、
此
色
町
ラ
ぷ
ド
セ

ル
カ
パ
!
を
寄
贈
、
助
役
に
子
わ
た
さ

れ
ま
し
た
.

カ
バ
ー
に
は

「
宇
盛
安
全
」
の
文

下
が
入
っ
て
お
リ
、
ビ
ニ

ー
ル
製
で
あ

る
こ
と
か
句
、
附
風
を
し
の
ぐ
町
に
む

手
製
の
鈴
を
寄
贈
さ
れ
た

商
工
会
婦
人
部

泣
日
中
に
こ
の
持
を
各
小
学
校
新
入

学
児
童
に
配
布
さ
れ
る
そ
フ
て
す
.

セ

ル
で

故

防

止

役
に
た
ち
、
と
て
む
す
て
き
な
も
何
で
す
。

こ
れ
は
、
持
年
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
』
札
で

F
虫
が
交
辿
u
p
般
か

ら
守
句
れ
れ
ば
と
実
地
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
.

こ
の
カ
パ

l
は
近
々
各
小
学
校
町
新

入
干
児
砲
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
a

t... 
1... 守D'II~~

社会福祉協随会だより l

倒人名)(Ii団体名 住所 者予 間 内 守王 得 附 先

小百合保育問
大 白啓太郎 昭制i町

ヂ 5.田川 光町!ll学園

|吋128kg!「
岨川 l'f年 1] 下岨川 モチ加工奉仕 9名2時!日l μ ，111 IJ 固

紙芝1.1;'1時H1I

安醐キサ 神l丘
ハッサク 15kg1函

白山昭作 時間 みかん 2商 ， 

竹内由~ (- 大相I町 小 E 2合 ， 

金 JL ~~ ー 森 町 ホタテ 160倒 n 

今金調:距川 今 金 タオル 36ノド " 
中里1!;人クラブ 中 型 みかん 3函 ， 

3 fJ号のニの欄で;:r~りがあリました内で訂正しておわび中し上‘げ

ます.北倫山小学校児童会か句 、北町盟学園に少 5，田O待聞はーー←

ヂ50，018σ，/"やまりてーした.

(10) Cll ) 



広報口口 お Lらせ 口 口口広報口口 おしらせ口口口広報口口 ぉ Lらせ口口口広報口口 おしらせ ロロロ

~I ・ 4月の休日当番医 ・労働保険盟都議騒保険料の I~ 
γ| 3日 北 柑山町平医院 宮⑥ 50 1 1 申告納付について 1;:; 
札 10日 北崎山町国制病院 宮③ 5321 '"'T""1.....I1I'f ~I :.J'__"....... 1:¥:1 

~~ ! 17日 今 金町国保病院 E② o 2 2 1 管内加入卒業場に対し、法定制J割l恨の 5月日 |芋

v' I 24日 今金町岩!日l医院 宮② o0 5 7 日までに巾告納付手続きを耕了していただく |ヤ

ギ 29日 今 金町商悶医院 官② o3 2 4 た的、労働保険年度更新説明会及び、申告世作 1::: 

zl ・ 4月 1日から変る戸籍等の手数料 より間協することになりました。 li | 成指導.保険料的慣収等について左記の日時に | 

:::1 戸籍乎数料の一部改正により、次のよヲにな l、労働保険年度更新事務説明会 |阜

;;1 リます 4月13目、八雲町商工会議室 I~ 
引| 単位問 (58. 4. 1より 13-15時まで、全業組 |需

害1 1 |現行|改正後 2、申告書の作成指導並びに申告書収集 |工

詰1 1戸轄の謄本又は抄本 | | | 5月間、北楠山町商工会 |出

』| | i過につき 2001 300 ト 15時まで | 
よII除籍円脚本又は抄本 i i i 詳しいニとのお問い合わせは 函館労働基地 12 

~ > 1 0 00  1 _ _ 0 1 民管署まで IITi臨 I過につき 300I 500~，，~ ._. ''''' Q'- ~ ~ I ';:: 

~I I即時に附するむ の 1 ，oJ ooJ ・ 営 林 署 か ら の 抗 日 ら せ IZ 
1 1 ili 1 aiE明事可i1件につき 1001 200 .Jt~ .~ .... _~"'，. ， ~ -.M....，.L_ 

~I I吉川絡に附するむの I wv I <VV I 行楽シース「シまぢか |旨
(1 i1函| 庇明司'!)，i1件につき 2∞ 300| 魚釣り、 山菜掠り、登山などで固有林内に入 |認

さ1 11"1出恭しくは ql耐の受理的 林する機会が多〈なります。 1程
一11証明也知立世予期的記雌4';耳i1 危険主時期になりますので討をつけてくださ i心
思1 1証明 1過につき 1001 200| ぃ・j

思1 I上記の畳:理証明性で法務省t>凶有林内に入るときは 最寄りの営林署 担 |柚

，; I I令で定める械式によるもの 当区事務所などに立ち帯リ、クマ円行動等内情 |レ

ロ1 1 I過につき 8001 1.000 | 報をつかみ、入林者名簿に記入のつえ入林して IS 
叫1 I世頬の閲覧 く ださい孟

引 1 3町i1件につき| 州 200 t>入林するときは‘かならず二人以上で、 一人 |日
| 歩きは危険です。 I~

~I ・し尿処理手叡料が4月 T白から Pタバコ たき火等、火円もとには充分気をつ |岩
| けてくださ L、 | 

日| 変わります。 t>林道を事行するときは、雪崩、崖くずれ等に I~ 
ピI 諸物情且(J'、入門賛同市腕により乎数料を改 気をつけてください 1;::

τl 定するものです。 以上のことに討をつけて入林してくださ L、。 1二
二 L尿処理千数料 10九につき 53円 又、危険箇所やタ 7 に出合ったときは、営林者 1;: 
81 し尿収集基本料金 3加 μまで し590円 か担当区事務所までお知らせ願います。 1百
出| 詳しいことのお問い合わせは、 12:1品衛生係か、 〈今金営林帯>

| 北部楠山術生センター組合へoTel④ 5 0 4 7番""'llI"IU ......'.rJ-= '---." ~:D. o:::r ~ O .，，''-'V.... V"  ， -ard I D 

B~ .. …………ー……一…A 住民の動態山……………山…凶…広
口| ー 、 1-'
*'1 l 佐藤希望 3月 4日 (智紀長女) 田代 1::: 
''''1 2月末現在 斉藤由忠 3月4日 (信由 2'tz: ) 大和町 I~
-: I iiir月対比 今町臨 3i-II0日(昭夫長立)光台|ヒ1
ol 人 口 8，8白人(一川 削月号広報紙のこの綱の中で情時桂子」 酬 は 「附 |僻

ロ1 9L 4，321人 (-2 ) 畑恥の別でしたので訂正しておわび札上げます

塀| 女 4，制人 (ー 8) 固いつまでもおしあわせに | 
凶1 出 jy数 2，5肝世幣 (I0 ) 佐野 弘(御 影 )-鰐洲優子(蹴別町

mlIl 1早志(北柿山町)~小山洋子(金 似

日| 。 おたんじようおめでとう 近藤消二(北楠山町)ー宮崎県知子(日美附; 1 ~ 
tゴ1 安 藤芳忠 2月 6日 (義光 2'tz:) 御彬 金野公一(栄 町)-柿崎あけみ(札映 ili) 1'.， 

'::1 上同省吾 2月 8日 u:s則 29J)組川 金田尚紀(日 進)ー二ノ凹きよ干(日 il主 二

て1 水上 弥 2月10日 (消司 長 引) 金原 画面おくやみもう Lあげます 1.二
三|佐々木古e 2月凶日(孝夫 2叫)稲偲 藤合品干 2月21日 6 1歳 稲鯨 !口

二l 伊 藤祐樹 2月21日 (うた長山) 柄引丘 青山正雄 2月21日 6 3践 英利河 lζ 

El ilt田 博 美 2月四日 (博之は) 盟回 附佐太郎 2月22日 7 8歳 白石 川

口|住吉 生 3月 1日(義行 3見)世町 佐々木勘官 2月26日 7 7歳 金原|

層|村上裕 3月 1日 (則幸 長 男) 曙町 佐々木昭 3月 4日 5 2歳稲穂|

国 | 石井紘樹 3月 3日 (邦夫 2YJ> 英利河 柳 映 3月21日 7 3歳 旭町|

口口口広 報口 口 ぉ Lらせ口口口広報口口 ぉ Lらせ 口口口広 報口口 ぉ Lらせ口口口広 報口口 お Lらせ
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